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〝
コ
ロ
ナ
〟
と
初
め
て
聞
い
て
か
ら
何
か
月
が
経
つ
の
だ
ろ
う
か
。

未
知
の
ウ
イ
ル
ス
の
情
報
を
連
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
確
認
す
る
生
活
が
続

い
て
い
る
。
そ
の
中
で
皆
さ
ん
は
、
何
を
思
う
だ
ろ
う
か
。

こ
の
世
に
生
を
受
け
、
た
っ
た
一
度
の
人
生
だ
か
ら
と
懸
命
に
過
ご

し
て
き
た
日
々
。
今
思
え
ば
、
人
生
に
対
し
て
誰
も
が
〝
素
人
〟
な
の
だ
。
人
生
で
初
め
て

接
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
ど
う
向
き
合
え
ば
い
い
の
か
、誰
も
が
答
え
を
探
し
て
い
る
。

今
ま
で
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
過
ご
せ
た
日
常
生
活
か
ら
、
人
々
の
意
識
が
変
わ
り
始
め

て
い
る
。
普
段
何
気
な
く
あ
っ
た
も
の
や
で
き
た
こ
と
が
規
制
さ
れ
る
と
、
人
は
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
る
こ
と
も
同
時
に
知
っ
た
今
、私
た
ち
が
携
わ
っ
て
い
る
「
庭
」
の
存
在
価
値
を
個
々

が
改
め
て
考
え
る
時
代
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。観
光
施
設
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
行
き
、

レ
ス
ト
ラ
ン
で
美
味
し
い
食
事
を
し
て
〝
楽
し
む
〟
と
い
う
こ
と
を
人
任
せ
に
し
て
い
た
時

代
か
ら
、
身
近
に
楽
し
み
を
見
出
す
必
要
性
を
説
い
て
い
く
。
そ
し
て
、「
庭
」
が
そ
れ
に

な
り
得
る
価
値
の
あ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

一
つ
だ
け
言
え
る
の
は
、
今
後
、
確
実
に
経
済
は
悪
化
す
る
。
現
実
に
仕
事
が
減
り
、
新

規
の
依
頼
も
減
少
し
て
い
る
話
を
聞
く
と
、
吞
気
に
構
え
て
は
い
ら
れ
な
い
。
造
園
業
界
に

は
、
数
年
遅
れ
て
影
響
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時
、〝
淘
汰
〟
の
時
代
が
来
る
と
思
っ

て
い
る
。
簡
単
に
言
う
と
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
金
を
払
っ
て
で
も
損
し
な
い
と
思
え
る
内
容

を
提
供
で
き
る
者
が
必
要
と
さ
れ
る
時
代
と
な
る
。
こ
の
先
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
に
富
ん
だ

仕
事
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
応
え
る
に
は
、
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
た

造
園
の
知
識
や
技
術
が
ベ
ー
ス
と
な
る
。
そ
れ
ら
の
習
得
の
機
会
を
設
け
る
の
も
本
協
会
の

役
割
の
一
つ
だ
ろ
う
。

自
分
も
五
十
代
に
突
入
し
つ
つ
あ
る
。
二
十
代
の
時
に
「
歳
を
取
っ
て
楽ら
く

し
た
け
れ
ば
、

今
頑
張
り
な
さ
い
」と
言
わ
れ
た
。
当
時
は
そ
の〝
ら
く
〟の
意
味
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
、

四
十
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
何
と
な
く
解
か
り
始
め
た
。
若
い
時
は
、
自
分
の
意
図
に
そ
ぐ
わ

な
い
仕
事
を
し
て
き
た
が
、
段
々
と
仕
事
に
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
、
伝
え
た
い
こ
と
が
「
庭
」
を
通
し
て
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大

げ
さ
に
言
え
ば
、
自
分
の
存
在
価
値
を
解
っ
て
も
ら
え
る
と
い
う
〝
楽
〟
だ
っ
た
の
だ
と
。

そ
う
考
え
る
と
、「
庭
」と「
自
分
」は
同
じ
意
味
を
成
す
。
世
の
中
が
ど
う
変
わ
ろ
う
と
も
、

ブ
レ
な
い
「
自
分
」
を
確
立
す
る
こ
と
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
時
代
を
乗
り
切
る
唯
一
の
答
え
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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①
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
今
後
の
活
動
に
十

分
反
映
さ
せ
る

②
事
業
に
参
加
で
き
な
い
会
員
の
方
を

フ
ォ
ロ
ー
す
る

①
日
帰
り
見
学
会　

神
仙
郷（
箱
根
美
術

館
）、浅
草・伝
法
院
、平
櫛
田
中
記
念
館（
小

平
市
）、バ
ラ
ク
ラ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン

（
蓼
科
）、な
ど
14
カ
所
。

②
一
泊
見
学
会　

東
日
本
大
震
災
復
興
庭

園
（
宮
城
県
）
、
新
潟
地
方
の
庭
園
、
北

畠
神
社
庭
園
（
三
重
県
）
の
他
16
カ
所
。

③
講
演
会　

〈
講
演
者
〉尼
﨑
博
正
、
粟
野
隆
、
菊
地
正

樹
、
龍
居
竹
之
介
、
戸
田
芳
樹
氏
。

〈
テ
ー
マ
〉岩
崎
家
の
庭
園
・
住
宅
、
庭
園

を
ど
う
考
え
る
か
、
日
本
庭
園
の
１
０
０

年
後
を
夢
見
て
、
東
日
本
大
震
災
復
興

鑑
賞
研
究
委
員
会
の
今
後
の
展
開

記
念
庭
園
を
語
る
、
庭
を
め
ぐ
る
女
性
た

ち
、
日
本
建
築
の
機
能
の
優
越
性
、
岩
城

亘
太
郎
「
そ
の
仕
事
を
見
る
・
知
る
・
語

る
」
、
南
禅
寺
の
庭
を
巡
っ
て
。

⑸ 

参
加
金
額
に
つ
い
て

　

参
加
金
額
に
つ
い
て
は
日
帰
り
、
一

泊
、
講
演
会
と
も
「
普
通
」
が
大
多
数
で

す
が
、
講
演
会
に
つ
い
て
は
「
安
い
」
と

い
う
方
が
数
名
い
ま
し
た
。
（
図
３
）

⑹ 

開
催
希
望
日

　

開
催
希
望
日
は
、
日
帰
り
見
学
会
は
土

曜
日
が
多
く
、
一
泊
見
学
会
は
土
日
と
平

日
が
ほ
ぼ
同
数
で
し
た
。
講
演
会
は
日
曜

か
土
曜
日
が
ほ
ぼ
同
数
で
し
た
。（
図
４
）

【
２
】　

今
後
企
画
し
て
ほ
し
い
活
動
に
つ

い
て 

⑴ 

日
帰
り
見
学
会

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
前
述
の
通
り
で

す
。
こ
の
結
果
か
ら
今
後
の
鑑
賞
研
究
委

員
会
の
活
動
に
は
次
の
よ
う
な
方
針
で
の

ぞ
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

由
で
多
か
っ
た
の
は
、
地
方
の
庭
園
や
非
公

開
庭
園
を
見
た
い
と
い
う
声
で
し
た
。
ま

た
講
演
会
に
つ
い
て
は
講
演
者
に
関
心
が

あ
っ
た
及
び
講
演
テ
ー
マ
に
興
味
が
あ
っ
た
が

ほ
ぼ
同
数
で
し
た
。（
図
２
）

⑶ 

参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方

　

参
加
さ
れ
て
い
な
い
方
々
か
ら
は
、
①

費
用
が
高
い 

②
2
日
間
は
厳
し
い 

③
見

学
会
を
増
や
し
て
ほ
し
い
（
遠
隔
地
は
参

加
で
き
な
い
）
と
い
う
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

⑷ 

こ
れ
ま
で
に
参
加
さ
れ
た
講
演
会
、

研
修
旅
行
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
も
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

【
１
】　

鑑
賞
研
究
委
員
会
主
催
の
活
動
に

つ
い
て

⑴ 

見
学
会
や
講
演
会
に
参
加
し
た
こ
と

が
あ
る
方

日
帰
り
見
学
会
に
参
加
さ
れ
た
方
が
23

名
、
講
演
会
が
22
名
で
、
一
泊
見
学
会
が

16
名
と
や
や
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、
い
ず

れ
の
活
動
に
も
参
加
さ
れ
て
い
な
い
方
が

４
名
で
し
た
。（
図
１
）

⑵ 

参
加
し
た
理
由

庭
園
に
興
味
が
あ
る
方
が
参
加
し
て
い
る

の
は
当
然
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
参
加
理

は
じ
め
に

鑑
賞
研
究
委
員
会
で
は
、
日
本
庭
園
の

魅
力
を
よ
り
多
く
の
市
民
に
知
っ
て
い
た

だ
き
、
庭
園
文
化
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
皆
様
の

ご
意
見
を
よ
り
多
く
反
映
さ
せ
る
た
め
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
①
鑑
賞
研
究
委
員
会
の

今
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
②
今
後
の
企
画

に
つ
い
て
③
鑑
賞
研
究
委
員
会
に
つ
い
て

の
要
望
・
意
見
④
委
員
会
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
け
る
方
に
つ
い
て
、
ご
意

見
を
伺
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
及
び
そ
の
分
析
を
踏

ま
え
て
今
後
の
鑑
賞
研
究
委
員
会
の
事
業

の
展
開
の
方
向
性
に
つい
て
報
告
し
ま
す
。

鑑賞研究委員会アンケート
～庭園の魅力をより多くの方へ～

アンケート調査報告
鑑賞研究委員会

◆ 調査期間：２０２０年８月初旬～8月31日
◆ 調査方法：紙面による記述式アンケート調査、郵送で配布し、郵送またはメール、FAXにて回収。　
◆ 調査対象者と回収率：全会員（500名）に配布し、31名から回収（郵送17通、FAX12通、メール2通）。回収率6％。

　

関
東
近
県
の
庭
園・建
物
、旧
家
の
庭
、支

部
紹
介
の
庭
、会
員
の
作
品
、協
会
賞
受
賞

者
の
庭
、個
人
で
は
見
ら
れ
な
い
特
別（
非

公
開
）庭
園
の
見
学
、年
間
を
通
し
て
3
カ

所
ぐ
ら
い
の
庭
に
絞
っ
て
四
季
の
変
化
を
見

学
、経
験
豊
か
な
先
輩
の
庭
師
や
親
方
衆
の

作
品
、古
庭
園
な
ど
。な
お
街
路
樹
見
学
の

要
望
も
あ
り
ま
し
た
。

⑵ 

一
泊
見
学
会

　

青
森
を
ス
タ
ー
ト
に
日
本
各
地
の
古
庭

園
、
北
海
道
の
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
、
東
日

本
大
震
災
復
興
記
念
庭
園
、
一
人
の
作
庭

者
に
限
定
し
た
見
学
会
（
小
川
治
兵
衛
な

ど
）
、
支
部
会
員
の
作
例
、
各
支
部
若
手

の
作
品
な
ど
。

⑶ 

講
演
会

〈
講
演
者
〉
上
野
周
三
、加
藤
平
一
、隈
研

吾
、重
森
千
靑
、龍
居
竹
之
介
、豊
蔵
均
、三

橋
一夫
氏
、他
業
種（
建
築
家
等
）。

〈
テ
ー
マ
〉
庭
と
地
球
環
境
の
関
係
、
日

本
・
中
国
の
古
典
文
学
と
庭
園
、
他
業
種

（
建
築
家
等
）
か
ら
見
た
日
本
庭
園
、
庭

の
あ
る
暮
ら
し
と
楽
し
み
方
、
歴
史
・
哲

学
と
日
本
庭
園
、
現
在
進
行
中
の
会
員
に

よ
る
作
庭
に
つ
い
て

⑷ 

市
民
向
け
鑑
賞
会

　

庭
園
鑑
賞
の
作
法
、
マ
ナ
ー
を
学
ぶ

会
、
身
近
な
庭
園
で
定
期
的
に
鑑
賞
会
を

開
催
す
る
。

⑸ 

海
外
庭
園
見
学
会

　

米
国
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園
の
他
、

欧
米
の
有
名
庭
園
。

⑹ 

そ
の
他

　

同
じ
庭
園
の
リ
ピ
ー
ト
、
庭
園
勉
強

会
、
各
支
部
が
企
画
す
る
庭
園
見
学
会
等

７
件
。

【
３
】　

鑑
賞
研
究
委
員
会
の
今
後
に
期
待

す
る
活
動

• 

個
人
、
ツ
ア
ー
で
体
験
で
き
な
い
よ

う
な
見
学
会
、
講
演
会

• 
重
要
な
古
寺
、
時
代
を
先
駆
け
る
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
、
現
代
庭
園
見
学

• 

日
本
文
化
の
追
求
か
ら
庭
園
を
考
え
る
会

• 

鑑
賞
会
と
研
究
会
を
リ
ン
ク
し
た
討
論
会

• 

東
日
本
に
偏
ら
な
い
で
、
西
国
の
庭

園
見
学
の
企
画

• 

高
い
専
門
性
を
持
っ
た
プ
ロ
級
の
説

明
者
養
成

• 

個
人
庭
園
の
施
主
の
意
向
と
作
庭
の

苦
労
を
知
る

• 

自
然
の
景
、
大
木
、
植
生
の
価
値
等

を
テ
ー
マ
に
専
門
家
の
説
明
と
見
学

• 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
配
信
、
リ
モ
ー

ト
会
議
の
活
用	

• 

会
員
間
の
親
睦
、
活
動
の
共
有
、
委

員
会
の
視
野
を
広
げ
る

• 

学
割
設
定
に
よ
る
学
生
参
加
促
進
な

ど
22
件

【
４
】
鑑
賞
研
究
委
員
会
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
け
る
方

東
京
、
神
奈
川
、
静
岡
、
新
潟
の
４
名
が

表
明
。

0 5 10 15 20 25 30 名
n=31

n=31

n=31

 何れかに参加
講演会

一泊見学会
日帰り見学会

27
22

16
23

図 1　参加経験

庭園に興味
地方庭園

非公開庭園
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講演者
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21
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15
17

図 2　参加理由
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図 3　参加金額
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図 4　開催希望日
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は
じ
め
に

想
像
を
超
え
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
私
た
ち
の
日
常

が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
は
、
大

都
市
圏
に
多
く
見
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
全

て
の
都
道
府
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
お
り
、

支
部
活
動
お
よ
び
支
部
会
員
の
生
活
や
仕

事
に
は
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
全
国
支
部
の
地
域
状
況
を
把

握
し
、
コ
ロ
ナ
禍
中
と
そ
の
後
を
生
き
抜

く
奮
起
と
発
想
の
転
換
の
ヒ
ン
ト
を
得
る

べ
く
、
全
支
部
を
対
象
に
各
支
部
長
を
代

表
回
答
者
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
。

◆ 

調
査
項
目

Ｑ
１
：
支
部
の
概
要
（
設
立
年
、
会
員 

　
　
　

数
、
会
員
の
年
齢
層
）

Ｑ
２
：
支
部
「
活
動
」
に
お
け
る
影
響
と  

　
　
　

 

対
策

Ｑ
３
：
支
部
会
員
の「
生
活
」や「
仕
事
」へ 

         

の
影
響
と
対
策

Ｑ
４
：
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

◆ 

調
査
結
果

●
支
部
の
概
要

回
答
者
で
あ
る
全
国
19
支
部
の
概
要
は

図
１
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

コロナ禍を生き抜く・「影響と対策」
アンケート調査報告

◆ 調査期間：２０２０年８月中旬～９月中旬

◆ 調査方法：紙面による記述式アンケート調査、郵送で配布し、郵送またはメール、FAXにて回収。　

◆ 調査対象者と回収率：全支部長（19名）に配布し、全支部から回収。回収率１００％

新潟県支部
前支部長：若杉 松男

1990（平成2）年
41人以上
30～70代以上

設立年

会員数

会員の年齢層

栃木県支部
支部長：清水 一樹

2010（平成22）年
～10人
30～60代

設立年

会員数

会員の年齢層

北海道南支部
支部長：桃井 雅彦

2004（平成16）年
14人
20代、40～70代以上

設立年

会員数

会員の年齢層

岡山県支部
支部長：三宅 秀俊

1996（平成8）年
～10人
40～70代以上

設立年

会員数

会員の年齢層

四国支部
支部長：越智 將人

1996（平成8）年
21～30人
40代～60代

設立年

会員数

会員の年齢層

近畿支部
支部長：山田 拓広

1995（平成7）年
～10人

設立年

会員数

会員の年齢層

宮城県支部
支部長：菊地 正樹

2013（平成25）年
31～40人
20代～70代以上

設立年

会員数

会員の年齢層

茨城県支部
支部長：飛田 幸男

2000（平成12）年
21～30人
60～70代

設立年

会員数

会員の年齢層

埼玉県支部
支部長：石井 国義

1999（平成11）年
41人以上
30～60代

設立年

会員数

会員の年齢層

石川県支部
支部長：向川 茂

1997（平成9）年
11～20人
60代

設立年

会員数

会員の年齢層

鳥取県支部
支部長：石亀 靖

2001（平成13）年
～10人
40～60代

設立年

会員数

会員の年齢層

千葉県支部
支部長：岩﨑 隆

1995（平成7）年
11～20人
40～70代以上

設立年

会員数

会員の年齢層

東京都支部
支部長：鈴木 康幸

1996（平成8）年
41人以上
30～70代以上

設立年

会員数

会員の年齢層

 神奈川県支部
支部長：米山 拓未

1992（平成4）年
41人以上
20～50代

設立年

会員数

会員の年齢層

静岡県支部
支部長：石井 敬明

1995（平成7）年
21～30人
30～70代以上

設立年

会員数

会員の年齢層

島根県支部
支部長： 仲佐 修二

2016（平成28）年
11～20人
30～50代

設立年

会員数

会員の年齢層

山口県支部
支部長：殿井 正敏

2000（平成12）年
11～20人
40～70代以上

設立年

会員数

会員の年齢層

広島県支部
支部長：藤原 忍

1996（平成8）年
～10人
50～70代以上

設立年

会員数

会員の年齢層

愛知県支部
支部長：高見 紀雄

2010（平成22）年
21～30人
20代～70代以上

設立年

会員数

会員の年齢層
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図１　支部の概要と新型コロナウイルス感染症による影響評価

表示
□
□
□

支部活動への影響
支部会員の「生活」への影響
支部会員の「仕事」への影響

非常にあった
非常に多い
非常に多い

まあまああった
やや多い
やや多い

ほとんどない
あまりない
あまりない

全くない
ない
ない

内　容
凡例

※香川県支部で設立。2017年名称変更

新
た
な
展
開
を
目
指
す
方
策
八
カ
条

１
．
支
部
、
本
部
共
催
の
見
学
会
、
講
演
会

２
．
各
事
業
を
資
料
と
し
て
配
信
、
情
報
の
共
有
化
推
進

３
．
事
業
開
催
時
に
参
加
者
交
流
会
開
催

４
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
さ
ら
な
る
活
用
（
庭
園
協
会
全
行
事
日
程
、
申
込
方
法
等
掲
載
）

５
．
市
民
参
加
促
進
（
地
域
ご
と
の
庭
園
巡
り
開
催
）

６
．
I
T
化
推
進

７
．
事
業
促
進
の
た
め
の
学
割
導
入

８
．
質
の
高
い
活
動
へ
の
挑
戦

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
者
は
ほ
と
ん
ど
が

事
業
に
参
加
し
た
方
で
、
事
業
に
参
加
し

た
経
験
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
良
い
事
業
展

開
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
、
今
後

の
事
業
実
施
に
際
し
、
と
て
も
参
考
に
な

る
意
見
で
す
。
そ
こ
で
、
今
ま
で
の
事
業

を
顧
み
る
と
と
も
に
よ
り
良
い
事
業
を
目

指
す
た
め
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
に
し

ま
す
。

　

一
方
、
参
加
で
き
な
い
方
は
距
離
が
遠

い
・
参
加
費
が
高
い
・
休
暇
を
と
れ
な
い

な
ど
の
物
理
的
な
理
由
が
あ
る
と
推
測
さ

れ
ま
す
。
今
ま
で
の
事
業
は
、
参
加
さ
れ

た
方
の
み
が
享
受
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

参
加
し
な
け
れ
ば
ど
の
よ
う
な
庭
園
で

あ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
有
意
義
な
講

演
会
で
あ
っ
た
の
か
が
分
か
ら
な
い
ま
ま

で
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
く

て
も
物
理
的
な
理
由
で
参
加
で
き
な
い

方
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
事
業
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
よ
り
多
く
の
方

が
参
加
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
参
加
で
き

な
い
方
に
も
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
で
、
事

業
そ
の
も
の
を
庭
園
協
会
全
体
で
共
有
で

き
る
よ
う
、
い
わ
ゆ
る
「
組
織
知
」
を
高

め
る
展
開
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
回
答
全
体
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た

課
題
を
「
新
た
な
展
開
を
目
指
す
方
策
八

カ
条
」
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
見
学
会
、
講
演
会

を
始
め
と
す
る
す
べ
て
の
活
動
を
会
員
の

皆
様
と
ご
一
緒
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
意
見
、
提
案
な
ど
ご
連
絡
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

広報委員会
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支部名 影　響 対　策

北海道南 ・予定していた講習会・会合が開催できなかった。 ・今のところ、有効な対策が立てられない。

宮城県

・本部主催・支部共催の伝統庭園技塾を中止した。 ・一年間の支部事業を自粛する旨の連絡を各支部員及び関
係各位に会報にて伝えた。

・東日本大震災復興記念庭園の維持管理は毎月第一日曜日
に希望者を募り実施している。

栃木県 ・行事等の開催ができない。 ・現在のところ延期・中止。

茨城県 ・庭園見学会及び支部総会を中止した。

埼玉県
・３月に２回の研修会を予定していた。中旬の１回目は、
予定通り開催し、下旬の２回目は外出自粛要請が出た
ため、参加予定者に再度状況を判断してもらい、開催。

・4月以降の支部活動は、感染状況を見て延期とした。
・10月に研修会を再開する予定である。

千葉県 ・個人のお客さまは、屋外作業に対して気にされていな
い様子である。

　

東京都

・2月23日開催の連続交歓講座以来、支部総会などの
会合が開けていない。

・支部長交代のため、書面での開催ではなく、顔を合わ
せて開催したいが、正式に決まっていない。

・東京は感染者が非常に多いため、幹部同士の集まりも控え
ている。
・10月には、今後の対策や支部の活動について、少数で集ま
ることを検討している。

神奈川県

・緊急事態宣言が発令され、予定していた講習会を延
期した。

・緊急事態宣言が解除されるまで、準備期間として待
機してできることを進めて世の中の動きに合わせて開
催期日を決めた。
・体調の悪い者は参加を見合わせてもらい、当日は受
付で検温、消毒、マスク着用をして、ソーシャルディ
スタンスを保ち、感染対策に万全を期している。

新型コロナウイルス感染症拡大による影響と対策
表１-1　支部の「活動」における影響と対策表１-２　支部の「活動」における影響と対策

●
影
響
評
価

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

影
響
は
、①
支
部
の
「
活
動
」
へ
の
影
響
、

②
会
員
の
「
生
活
」
へ
の
影
響
、
③
会
員

の
「
仕
事
」
へ
の
影
響
の
３
項
目
に
つ
い

て
、
支
部
長
判
断
に
よ
っ
て
４
段
階(

凡

例
参
照
）
で
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
図
１

に
示
し
た
。

上
段
が
支
部
の
「
活
動
」、
中
段
が
会

員
の
「
生
活
」、
下
段
が
会
員
の
「
仕
事
」

を
示
し
て
い
る
。

項
目
別
の
影
響
評
価
の
割
合
は
下
図
の

と
お
り
で
あ
る
。

支
部
の
「
活
動
」
へ
の
影
響
は
、「
非

常
に
あ
っ
た
」
が
埼
玉
、
東
京
、
神
奈
川
、

愛
知
、
岡
山
、
鳥
取
、
島
根
の
７
支
部
、

「
ま
あ
ま
あ
あ
っ
た
」が
北
海
道
南
、宮
城
、

栃
木
、
茨
城
、
静
岡
、
石
川
、
広
島
、
山

口
、
四
国
の
９
支
部
、
計
16
支
部
（
84
％
）

で
あ
る
。
約
８
割
強
の
支
部
が
何
ら
か
の

影
響
が
あ
っ
た
と
回
答
し
て
い
る
。ま
た
、

「
ほ
と
ん
ど
な
い
」が
千
葉
と
新
潟
で
、「
全

く
な
い
」が
近
畿
、計
３
支
部（
16
％
）で
、

影
響
を
受
け
な
か
っ
た
支
部
は
約
２
割
弱

で
あ
る
。

会
員
の
「
生
活
」
に
関
し
て
は
「
非
常

に
多
い
」
と
回
答
し
た
の
は
埼
玉
、「
や

や
多
い
」
は
栃
木
、
東
京
、
神
奈
川
、、

岡
山
、広
島
で
あ
わ
せ
て
６
支
部
（
32
％
）

で
あ
っ
た
。「
な
い
」
は
島
根
、
そ
れ
他

の
支
部
は
「
あ
ま
り
な
い
」
で
計
13
支
部

●支部の「活動」における影響●支部会員の「生活」への影響●支部会員の「仕事」への影響

非常にあった
37％

ほとんどない
11％

あまりなかった
63％

あまりなかった
78％

全くない   5％

N=19N=19N=19

非常に多い   5％なかった  5％非常に多い   0％なかった   0％

まあまああった
47％

やや多い
27％

やや多い
22％

支部名 影　響 対　策

新潟県 ・会議、懇親会がなくなった。

石川県 ・県内の造園業社から新型コロナウイルス感染者がで
ている。

・活動しようにも、あまりに人を集めにくい。この1年は活動中止
として、自分たち自身を守り抜いていくことが重要である。

静岡県 ・研修旅行や大規模研修会の中止。小規模研修会を
実施した。

・特に、対策はとっていない。流れにまかせる。実施しても肩が
こるだけである。

愛知県

・本年度開催予定のイベントの中止に伴い活動を中止
した。
・打ち合わせなども３密を避けるとのことで延期。
・本部との共催企画も中止した。

・活動再開は未定。

近　畿 ・支部活動ができていないため影響はない。

岡山県
・見学会を中止した。
・会合等集会を中止した。

広島県 ・見学会等予定していた行事ができない。

鳥取県 ・京都で石材研修を計画していたが中止した。

島根県 ・県外から講師を招いて講習会開催を予定していた
が、延期した。

・今後、新型コロナウイルスの感染状況をみながら計画する
予定である。

山口県 ・支部総会や幹事会を開催することができない。 ・電話による連絡だけとなった。

四　国 ・支部総会や役員会の開催は中止とした。
・支部研修会などは、6月以降は中止とした。

・総会は書面決議とし、役員間の情報連絡はSNSで対応
した。

（
68
％
）
あ
っ
た
。

会
員
の
「
仕
事
」
に
関
し
て
「
非
常
に

多
い
」の
回
答
は
な
か
っ
た
。「
や
や
多
い
」

と
回
答
し
た
の
は
、
栃
木
、
埼
玉
、
東
京
、

神
奈
川
の
４
支
部
（
22
％
）、
そ
の
ほ
か

15
支
部
（
78
％
）
は
「
あ
ま
り
な
い
」
の

回
答
で
あ
っ
た
。　

「
生
活
」と「
仕
事
」共
に
影
響
が
あ
っ

た
と
回
答
し
た
の
は
、
東
京
を
中
心
と
し

た
関
東
圏
の
栃
木
、
埼
玉
、
東
京
、
神
奈

川
の
４
支
部
で
あ
っ
た
。

以
上
の
結
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
支

部
で
は
、
支
部
の
「
活
動
」
に
お
い
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
配
慮

し
て
何
ら
か
の
活
動
自
粛
を
実
践
し
た
こ

と
が
分
か
る
。
ま
た
、
会
員
の
「
生
活
」

や
「
仕
事
」
で
は
東
京
近
県
に
影
響
が
み池周囲の漏水防止作業

宮城県支部「定例維持管理作業」2020 年 7 月 5 日
宮城県大和町 東日本大震災復興記念庭園　参加者 10 名
毎月第一日曜日に 3 密に配慮して実施

神奈川県支部「関東の粘土による瓦土塀講習会」
2020 年 10 月 4 日　小田原市久野 阿育王山総世寺敷地内　
参加者 50 名　感染防止策を徹底して開催

石碑周りの草刈り作業

混入ワラの切断 赤土にワラを混入活動前の検温

ら
れ
る
も
の
の
全
国
的
に
は
比
較
的
平
静

で
あ
っ
た
と
い
う
現
状
が
う
か
が
え
る
。

●
影
響
の
内
容
と
対
策

次
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
る
影
響
と
対
策
に
つ
い
て
の
支
部

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
回
答
を
項
目
ご
と
に
表

に
整
理
し
た
。

◆
支
部
の｢

活
動｣

に
お
け
る
影
響
と
対
策

（
表
１
）

主
な
影
響
は
、「
会
合
や
講
習
会
、
見

学
会
な
ど
本
年
度
計
画
し
て
い
た
事
業
の

延
期
、
ま
た
は
中
止
」
で
あ
る
。
対
策
と

し
て
は
、「
有
効
な
対
策
が
立
て
ら
れ
な

い
」、「
流
れ
る
ま
か
せ
る
」、「
一
年
間
は

活
動
停
止
す
る
」
と
い
っ
た
支
部
が
あ
る
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の
、「
徐
々
に
再
開
し
て
お
り
、
大
き
な

影
響
で
は
な
い｣

と
い
う
の
が
、
お
お
方

の
見
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
さ
ほ
ど
の
影

響
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、｢

仕
事
量
が
減
っ

た｣

と
い
う
会
員
の
声
も
あ
り
、「
今
後

深
刻
化
し
て
く
る
の
で
は｣

と
危
惧
す
る

回
答
も
あ
る
。

会
員
が
携
わ
る
「
仕
事
」
が
個
人
か
、

公
共
か
に
よ
っ
て
、
現
時
点
で
の
影
響
は

若
干
異
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
社
会
経

済
が
落
ち
込
め
ば
、
個
人
、
公
共
と
も
に

影
響
が
出
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。
そ
こ
で
、
対
策
と
し
て
「
今
後

の
受
注
動
向
に
注
意
が
必
要
」
と
い
う
回

答
に
は
留
意
し
た
い
。
さ
ら
に
、
今
で
き

る
こ
と
と
し
て
は
、「
手
洗
い
、
マ
ス
ク

着
用
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確

保
」
な
ど
感
染
防
止
対
策
を
実
施
す
る
こ

と
、「
依
頼
さ
れ
た
仕
事
を
優
先
的
に
や

る
」
と
い
っ
た
地
道
な
姿
勢
が
う
か
が
え

た
。

●
今
後
の
取
り
組
み

コ
ロ
ナ
と
共
存
す
る
「
新
し
い
生
活
様

式
」
あ
る
い
は
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」
に

向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
表
４

の
と
お
り
で
あ
る
。

　

支
部
の
「
活
動
」
に
お
け
る
取
り
組

み
で
は
、「
活
動
自
粛
に
よ
っ
て
で
き
た

時
間
を
有
効
に
使
っ
て
、
会
員
各
々
に

よ
っ
て
自
分
自
身
を
見
つ
め
な
お
す
格
好

の
機
会
と
と
ら
え
る
べ
き
」
と
い
っ
た
前

向
き
な
回
答
が
あ
っ
た
ほ
か
、
今
回
の
騒

動
で
顕
在
化
し
た
と
い
う
「
連
絡
手
段
の

多
様
さ
に
よ
る
事
務
連
絡
の
停
滞
か
ら
、

支
部
事
務
局
の
開
設
や
連
絡
網
の
整
備
が

必
要
」
と
す
る
回
答
が
あ
る
。
連
絡
手
段

と
し
て
は
、「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
リ
モ
ー

ト
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
」、「
講
演
会

の
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
な
ど
W
e
b
利
用

を
検
討
し
た
い
」と
い
う
回
答
な
ど
か
ら
、

支
部
運
営
に
お
い
て
Ⅰ
Ｔ
時
代
に
即
し
た

対
応
を
検
討
す
る
兆
し
が
見
え
る
。
こ
の

件
に
関
し
て
は
本
部
へ
の
要
望
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
本
部
、
支
部
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
課
題
で
あ
ろ
う
。

会
員
の
「
生
活
」
に
お
け
る
取
り
組
み

で
は
、
影
響
が
さ
ほ
ど
な
い
こ
と
か
ら
、

会
員
の
「
生
活
」
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う

回
答
も
あ
っ
た
が
、「
３
密
を
避
け
る
、

手
洗
い
、
う
が
い
、
マ
ス
ク
着
用
と
い
っ

た
感
染
予
防
対
策
を
す
る
『
新
し
い
生
活

様
式
』が
日
常
と
な
る
こ
と
を
受
け
入
れ
、

実
践
す
る
」
と
す
る
回
答
も
多
い
。
そ
の

中
で
、「
地
球
上
で
様
々
な
生
き
物
と
共

存
し
て
い
く
に
は
制
約
が
あ
る
」
と
い
う

回
答
は
、
今
後
、
私
達
が
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
」
を
許
容
し
、
順
応
す
る
道
を
選
ば
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

会
員
の
「
仕
事
」
に
お
け
る
取
り
組
み

で
は
、
現
状
は
大
き
な
影
響
は
見
ら
れ
な

い
が
、「
長
期
化
に
よ
る
景
気
の
悪
化
が

支部名 影　響 対　策

宮城県

・感染症が長引くと今後の受注量が減るのではないか
と心配する声があった。
・資格試験が延期となり、今後の見通しがつかないとい
う声があった。

栃木県 ・現場（特に公共工事）における感染防止対策が求め
られる。

・各種対策の実施。
・業務の受注は、今後深刻化してくるものと危惧している。

茨城県 ・県南方面では工事のキャンセルが数件あった。

埼玉県

・東京のお客様から来ない方がよいと言われ、仕事は延
期した。

・東京のお客様とは対面での打合せではなく、リモート
の打ち合わせとした。
・マンションの管理物件では自粛期間中の仕事は延期
になった。大勢の人と関わるので仕方ない。

・自粛解除後に改めて伺うようにした。・説明のための図面を
いつもより詳しく書いた。・今できる仕事を優先的にやった。
・野丁場、出会い丁場、職人の多い現場ではマスクを着用
し、手洗い、うがいはこまめに行った。
・お客様と話す時にはどのような場合でも自然な感覚で距離
を取り、マスクを着用した。

千葉県

・ホームセンター等売店での対面では、始めの頃出
足が遠のく傾向があったが、自粛による自宅滞在時
間が増え、自宅のお庭の整理改造の機運がつのり、
時間が長引くにつれ、逆に売り上げの伸びにつなが
る結果となった。

東京都

・積極的にお客さんに、仕事の提案や、また、訪問等を
することは控えている。

・全体的には、仕事への影響は、さほど多く感じない。手
伝い等も盛ん。しかしながら、仕事量が減っているという
会員もいる。

・お客さんが在宅しているため、庭に手を入れたいと仕
事の依頼が発生している。

・依頼のあるものを中心に、仕事をしてきた。

神奈川県
・ゼネコンやハウスメーカーの仕事（工事）は延期。
・東京に近いこともあり、感染者が多く警戒感が強く個
人宅の仕事も延期になることがあった。

・各自、様 な々行政の助成を申請して、会社に補填した。

石川県
・3月～8月までのところ、影響はない。
・お客様個人あるいは会社などの仕事がおもわしくなく
なれば、これから厳しくなると思われる。

静岡県 ・新型コロナウイルス感染症対策のため、建築工事が遅れ気
味になり、その後の造作が進まなくなったと聞いている。

近　畿

・支部会員ではないが、造園連、日造協の方 を々見ると
現状では大きな影響は見られない。

・生花販売なども行っている方は厳しい状況かもしれ
ない。

・今後の受注動向には注意する必要がある。

表３　支部会員の「仕事」への影響と対策

支部名 影　響 対　策

宮城県 ・毎日の活動範囲が狭くなり、息苦しさを感じる。 ・早く以前のような活動や生活ができることを願うという声が
多く聞かれた。

栃木県 ・不要不急の外出自粛、都道府県を跨いでの移動自
粛。

・各種対策の上、必要最低限の移動とする。
・連絡はオンラインでの対応とする。

茨城県 ・集まりがなくなった。

埼玉県

・プライベートでも人と直接会うことが減り,ZOOMで人と
会うようになった。

・新型コロナウイルスに感染してしまうと家族への影響
が大きいため、仕事以外で人と会うことを控えている。

・外出することが減り、本を読むようになった。読むことにより発
見があり、興味の範囲が広がった。

東京都
・外出を控えるようになった。
・各地の庭園、美術館、建築物等色 と々見学に行きたい
と思っているが、すべ控えている。

・電車の利用を最小限にし、車での移動を多くした。
・旅行は、全くいかないようにしている。帰省等もせず、電話や
贈り物をした。

神奈川県 ・外出することは少なく、鉄道での移動はなるべく避けること
が多くなった。

新潟県 ・会議、懇親会がなくなった。

岡山県 ・会員の奥様が介護関係の仕事のため、集会等の開
催が難しい。

広島県
・会合など人が多数集まることや行事ができない。
・持病がある会員は、病院などへの行き来に時間がか
かる。

・会員との交流はTELなどにて行った。

表２　支部会員の「生活」への影響と対策

一
方
、
宮
城
県
支
部
で
は
有
志
を
募
り
活

動
し
、
神
奈
川
県
支
部
で
は
規
模
の
縮
小

お
よ
び
感
染
予
防
策
を
講
じ
た
上
で
活
動

再
開
し
て
い
る
。
概
し
て
、
地
域
の
感
染

状
況
を
見
な
が
ら
支
部
ご
と
に
判
断
す
る

と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。

◆
会
員
の
「
生
活
」
へ
の
影
響
と
対
策

（
表
２
）

会
員
個
人
の
「
生
活
」
で
は
「
外
出
を

控
え
、
人
と
会
う
機
会
が
減
っ
た
」、
そ

の
こ
と
に
よ
り
、「
息
苦
し
さ
を
感
じ
る
」

と
い
う
声
が
あ
っ
た
。
対
策
と
し
て
は
、

「
必
要
最
小
限
の
移
動
」、「
連
絡
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
」
と
い
っ
た
よ
う
に
従
来
の
電

話
や
メ
ー
ル
の
他
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
利
用
が
試
み
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
外
出
を
控
え
た
こ
と
に

よ
り「
本
を
読
む
よ
う
に
な
っ
た
」と
い
っ

た
回
答
も
あ
り
、
外
出
自
粛
に
よ
っ
て
で

き
た
時
間
を
有
効
に
使
っ
て
い
る
様
子
も

う
か
が
え
る
。

◆
会
員
の
「
仕
事
」
へ
の
影
響
と
対
策

（
表
３
）

個
人
の
お
客
様
対
応
の
仕
事
を
し
て
い

る
会
員
は
、「
自
粛
期
間
中
の
訪
問
や
対

面
で
の
打
合
せ
を
控
え
」、｢

工
事
は
延
期
」

し
て
い
た
。「
東
京
の
お
客
様
か
ら
来
な

い
方
が
よ
い
」
と
配
慮
さ
れ
た
例
も
あ
っ

た
。
公
共
工
事
で
は
延
期
が
あ
っ
た
も
の
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支部名 支部の「活動」における取り組み 支部会員の「生活」と「仕事」における取り組み

千葉県

・大きな影響のない状態で推移しており、先述の状況の
中、手近な身の回りの見直しに繋がって、むしろ今後の
仕事の受注が伸びるのではないかと、期待している。

・元々お庭に関心のある文化度の高い方々がお客様な
ので、日本文化を見つめる良い機会になればと、良い方
に考えている。

・多くの支部会員はさほどのダメージはないものと思う。

東京都

・複数での会合ができない状態でリモートでの会議も難
しい状況なのでコロナが落ち着くまで活動しない方が
良いと判断した。

・以前から課題となっていたが、会員相互の連絡の手
段がメール、FAX、ライン等 と々各々が違うため、全会
員が共通して使用しているものがなく、最後は電話連
絡となってしまう。今後のためにも、連絡方法のルール
等を考える必要があると思う。

・支部事務局の開設や、連絡網の整備も必要である。
・手洗い、うがい、マスク着用を徹底し、とにかく人と会わ
ないようにしている。

・自粛期間中、以前仕事をさせていただいた方々から連絡が
あり、ちょっとした仕事をした。テレワークによって在宅時間が
増え、気になるところが目立ったのだろう。

・以前と変わらないという会員も多い。
・マンションの仕事で、一時管理人がいないと行えない等あっ
たが、３密にならないので今は、平気になった。
・お寺の仕事では、暑いのでマスクを外しているが、訪れた方
から話しかけられたりするので、困惑した。
・こんなご時世なので、お客さんからのお茶を辞退している。
・政府の対策が尽きて、来年は社会状況が悪化し、仕事へ
影響が出るのではないかと懸念している。

神奈川県

・講習会の規模や参加人数も多いので感染対策を万
全にして、再度緊急事態宣言が発令された場合はす
ぐに中止する。
・急がず、世の情勢を見ながら会員の健康を第一に考
え、日々 の活動を進めていきたい。

新潟県

・本部でのリモート会議のセッティングを要望する。 ・会員は、それなりに仕事はある。ともあれ忙しくしている。
・これから持続化給付金の申請を検討する会員もいる。
・現在、支部としては具体的な対応はしていないが、サポート
を求める声があれば検討する。

石川県
・これから模索していくところである。
・会員はコロナといえども何かを求めている。それに
応えたい。

静岡県

・県外への移動、活動（特に東京）が制限され、県内で
煮詰まる状況。マスク、フェイスシールド装着での作業
は到底無理である。
・個人あるいは支部としてコロナ禍の終息を願うの
み。コロナそのものの全容が分からないのに、アフ
ターコロナにどう取り組めばよいのかわからない。

愛知県
・打ち合わせなどはリモートでの利用を中心とする。
・今後のイベント、講演会に対してもアーカイブ配信な
どWebを利用しての取り組みなど検討したい。

・一部の会員は影響があるが、幸い屋外での仕事というこ
ともあり、新型コロナウイルス感染症の影響は薄い印象で
ある。

近　畿 ・健康的な生活を行う上で庭園緑化は大切となることを
啓発、提案したい。

岡山県
・今後についてどの様にすべきか検討中。 ・業界そのものについて他業種ほど影響を受けにくいと思わ

れるが、長期になってくると何らかの影響が出てくるのではな
いかと思っている。

広島県

・今までやってきた十分とはいえない手洗い、消毒、マス
ク着用等をきちんと実践する。

・新型コロナウイルス感染症や自然災害対策に伴い国が歳出
する金額は膨れ上がっている。時間差はあれ必ず造園業界
にも影響がある。相手がいての仕事、施主は必ず支出を締め
る。現状ではあまり大きな欲を持たずに地道に行くことだ。

鳥取県 ・ソーシャルディスタンスの確保の意識付け。

島根県
・感染状況をみながらコロナ対策をして活動していく予
定である。

・お客様や周りの人へ配慮をしながら生活や仕事をする。
・手洗い、マスク着用などの新型コロナウイルス感染症対策
を徹底する。

山口県 ・研修会や総会等多くの人が参加する行事がやりにくく
なると思う。今後の課題は実践方法の検討である。

・会員各々のやり方で乗りきることとなる。

支部名 支部の「活動」における取り組み 支部会員の「生活」と「仕事」における取り組み

北海道南

・支部活動の停滞はしばらくは仕方がないと考えてい
る。また、支部会員に役立つ情報を発信していきたい。
・支部活動は停滞するが、支部会員にとっては、今の自
分を見つめなおすよい機会だと思う。各個人が今まで
やってきたことを振り返りながら、何がしたいのか、何が
足りないのか、これから何をすべきなのかなど、自身を
見つめなおす時間を持ってもよいのではないかと思う。

・生活に関しては、報道等で言われている対策をしながらの
生活が日常になるのではないかと思っている。

・函館は今のところコロナウイルス発症数はほとんどなく、仕事
に関しては現時点での造園業界に関する影響はほぼない
状態であるが、今後の経済情勢によっては影響が出てくるか
もしれない。情勢を見ながら何等かの対策をしていかなけれ
ばならないと思う。

宮城県

・先進国では最も遅れているといわれる日本のIT関連
社会とテレワークを造園界でも積極的に取り入れ、日常
の業務に活用が望まれる。
・全ての社会生活や経済活動は常にウィズコロナを意
識して行動する生活様式に変えることが求められる。

・支部会議や多人数が集まる講習会はいわゆる３密に
ならないようソーシャルディスタンスを徹底する。

・打ち合わせなどでお客様と接するときは、必ずマスクの着用
をする。
・職業上、高齢のお客様との打ち合わせをする際、前もって
電話で内容の確認を行い、対面する場合は少し距離をおい
て話すようにする。

栃木県

・関係団体の行事、集会も軒並み延期、中止となり、事
態の推移を見据えた上で、会員や協会本部、地域の
人々の理解が得られるような形で、活動の再開に取り
組んでいきたいと考えている。

・仕事については、今のところ顕在化している部分は少ない
が、これから影響が出てくるのではないかと心配に思う。
・行事などが今までの形で開催できるのか不安である。

茨城県 ・３密を少なくする方法での講習会や見学会をこの秋ま
たは来春早々から実行することにした。

・あまり変わりがない。

埼玉県

・新型コロナウイルス感染症は、いつ終息するかわから
ず、周期的な流行があるかもしれない。感染拡大から
半年が過ぎ、対処方法もわかってきた。正しく恐れて、
感染対策をしっかり施し、新しい日常でのできる範囲、
方法で支部活動を行っていきたい。

・地球上で様々な生き物と共存していくには制約があるのは
しょうがない。新しい生活様式が、当たり前の生活様式にな
るだろう。
・コロナ禍でも仕事を頼んでくれるお客様は多く、仕事が
終わるととても喜んでくれる。庭を必要としている人は多
いのだと実感している。今まで以上真摯に仕事に取り組ん
でいきたい。

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響で仕事が減った
職種が多くある。私たちの職種への影響は限定的だと思う
が、大変な状況の人たちを想い、生活にも仕事にも謙虚に
なりたい。
・今の状況は、誰もが経験のない出来事で、この先どう
なっていくのかわからない。しかし、今まで通りとはいかな
くなっても一生懸命考え、行動すれば仕事を続けていけ
ると考えている。

コロナと共存する「新しい生活様式」あるいは「アフターコロナ」にむけて
表４-１　支部の「活動」および支部会員の「生活」と「仕事」における取り組み

造
園
業
界
に
も
影
響
が
及
ぶ
」
と
懸
念
さ

れ
、
そ
の
た
め
に
は
何
ら
か
の
対
策
が
必

要
と
し
な
が
ら
も
、「
一
生
懸
命
考
え
、

行
動
す
る
こ
と
」、「
大
き
な
欲
を
持
た
ず

地
道
に
い
く
こ
と
だ
」
な
ど
の
回
答
は
、

立
ち
止
ま
ら
ず
前
向
き
で
あ
る
。さ
ら
に
、

一
時
中
断
し
た
と
は
い
え
依
頼
が
絶
え
な

い
「
庭
」
に
関
す
る
仕
事
は
、「
在
宅
時

間
が
増
え
た
こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
必
要

と
さ
れ
る
こ
と
を
実
感
し
た
」、
さ
ら
に
、

「
日
本
文
化
を
見
つ
め
る
良
い
機
会
と
捉

え
る
」
と
い
う
回
答
か
ら
は
、
今
後
、
取

り
組
む
べ
き
課
題
が
読
み
取
れ
る
。

以
上
の
結
果
か
ら
、「
新
し
い
生
活
様

式
」
は
、
支
部
の
「
活
動
」
お
よ
び
会
員

の
「
生
活
」
や
「
仕
事
」
に
お
い
て
、
も

は
や
当
り
前
、つ
ま
り
「
コ
ロ
ナ
と
共
存
」

が
日
常
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」
に
向
け
て
の
ヒ

ン
ト
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
不
安
を
覚

え
る
も
の
の
、
今
回
の
自
粛
期
間
中
や
そ

の
後
に
見
出
し
た
個
人
と
し
て
の
、
あ
る

い
は
組
織
と
し
て
の
課
題
に
、
会
員
各
々

が
真
摯
に
向
き
合
い
、
そ
の
解
決
に
向
け

て
、
会
員
の
「
生
活
」
や
「
仕
事
」
及
び

支
部
の
「
活
動
」
の
歩
み
を
止
め
な
い
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
気
付
き
に
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
部
お
よ
び
支
部
が
一

体
と
な
っ
て
課
題
に
取
り
組
み
、
歩
み
続

け
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

表４-２　支部の「活動」および支部会員の「生活」と「仕事」における取り組み
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編
集
後
記

★
巻
頭
言
の
写
真
は
、
清
水
哲
也
さ
ん
が
癒

さ
れ
た
と
い
う
金
魚
水
族
館
の
1
コ
マ
。

★
本
号
で
は
２
件
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
報

告
を
掲
載
／
鑑
賞
研
究
委
員
会
主
催
の
「
庭

園
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
方
へ
」
を
踏
ま

え
、「
新
た
な
展
開
を
目
指
す
方
策
八
カ
条
」

が
示
さ
れ
、
今
後
の
展
開
が
待
た
れ
ま
す
／

広
報
委
員
会
主
催
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
影
響
と
対
策
」
の
結
果
か
ら

は
、
会
員
の
生
活
や
仕
事
に
大
き
な
影
響
が

な
か
っ
た
こ
と
に
ひ
と
安
心
。「
こ
ん
な
時

こ
そ
庭
園
が
必
要
」
と
い
っ
た
前
向
き
な
回

答
に
希
望
が
見
え
ま
し
た
。
共
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
へ
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

★
創
立
1
0
0
周
年
記
念
事
業
講
演
会
の

内
容
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

編
集
担
当
：
小
沼
康
子
／
内
田 

均
／
鈴
木
貴
博
／

豊
蔵 

均 

本
文
デ
ザ
イ
ン
：
由
比
ま
ゆ
み

北
海
道
南
支
部
・
外
山
正
幸
氏
の
庭
が

『
ポ
ツ
ン
と
一
軒
家
』
に
再
登
場

北
海
道
南
支
部
の
前
支
部
長
外
山
正
幸

氏
が
永
年
に
わ
た
る
庭
師
と
し
て
の
集
大

成
と
し
て
つ
く
り
続
け
て
い
る
庭
園
「
静

寂
の
郷
」
が
９
月
27
日
（
日
）
放
送
の
人

気
テ
レ
ビ
番
組
『
ポ
ツ
ン
と
一
軒
家
』
で

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
外
山
氏
は
昨
年
に
続

き
２
回
目
の
登
場
で
、
そ
の
後
の
様
子
が

日
本
庭
園
協
会

国
土
交
通
大
臣
賞
受
賞
！

一
般
社
団
法
人
日
本
公
園
緑
地
協
会
が

主
催
す
る
第
36
回
都
市
公
園
等
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
い
て
、
日
本
庭
園
協
会
（
以
下
当

協
会
）
は
、
作
品
名
『
都
立
芝
公
園
も
み

じ
谷
の
「
も
み
じ
の
滝
」』（
施
工
部
門
）

が
最
も
優
秀
と
認
め
ら
れ
「
国
土
交
通
大

臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
表
彰
式
典
は

10
月
28
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た
令
和
２

年
度
「
ひ
ろ
げ
よ
う 

育
て
よ
う 

み
ど
り

の
都
市
」全
国
大
会
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
し
た
の
は 

連
名
応
募
に
よ
る
次

の
４
団
体
で
す
。

設
計
：
（
株
）
緑
景
東
京
事
務
所

施
工
：
グ
リ
ー
ン
産
業
・
岩
田
造
園
土 

　
　   

木
建
設
共
同
企
業
体

統
括
監
理
：
（
一
社
）
日
本
庭
園
協
会

発
注
：
東
京
都
東
部
公
園
緑
地
事
務
所

当
協
会
は
芝
公
園
園
池
改
修
工
事
（
そ

の
２
）
に
お
け
る
石
組
の
検
討
会
に
龍
居

竹
之
介
名
誉
会
長
、廣
瀬
慶
寛
常
務
理
事
・

技
術
委
員
長
を
派
遣
し
、
設
計
及
び
施
工

の「
経
験
豊
富
な
滝
専
門
の
監
理
技
術
者
」

と
し
て
参
画
し
、
改
修
工
事
を
統
括
監
理

し
ま
し
た
。

都
立
芝
公
園
は
１
８
７
３
（
明
治
６
）

年
の
太
政
官
布
達
に
よ
り
日
本
で
最
初
に

で
き
た
公
園
の
一
つ
で
あ
り
、
設
計
は
日

本
人
初
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
い
わ
れ
る
長
岡
安
平
で
す
。「
も
み
じ

の
滝
」
は
、
現
在
都
内
に
残
る
唯
一
の
長

岡
安
平
の
設
計
遺
構
で
あ
り
、
１
９
０
６

（
明
治
39
）
年
に
完
成
し
、
そ
の
後
崩
落

等
が
あ
り
、
部
分
的
に
改
修
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、今
回
、

リ
モ
ー
ト
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
静
寂
の
郷
」
で
は
、
２
０
０
５
（
平

成
17
）
年
と
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
に

伝
統
庭
園
技
塾
が
開
催
さ
れ
、
１
回
目
は

合
計
６
０
０
ト
ン
も
の
巨
石
を
使
っ
た
枯

滝
石
組
、
２
回
目
は
高
さ
５
．
５
メ
ー
ト

ル
、
全
長
30
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
城
積
み

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
番
組
で
は
、「
11

年
前
の
日
本
庭
園
協
会
の
講
習
会
場
に
」

の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
付
き
で
完
成
し
た
城
積

み
前
で
の
集
合
写
真
が
オ
ン
エ
ア
さ
れ
ま

し
た
。

名
誉
会
長
と
廣
瀬
常
務
理
事
・
技
術
委
員

長
の
卓
越
し
た
経
験
と
技
術
力
に
よ
り
、

現
代
に
蘇
っ
た
の
で
す
。
改
修
工
事
の
詳

細
は
次
号
に
て
報
告
し
ま
す
。

（
※
）
公
益
法
人
東
京
都
公
園
協
会
み
ど
り
の
図

書
館
東
京
グ
リ
ー
ン
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
所
蔵

３
年
を
か
け
て
抜
本

的
な
再
整
備
工
事
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

後
世
に
伝
え
る
べ
き

貴
重
な
歴
史
的
造
園

遺
構
、
長
岡
安
平
が

手
が
け
た
滝
が
龍
居

現在のもみじの滝

受賞 4 団体　表彰式後の記念撮影

国土交通大臣賞　表彰状

2008 年の伝統庭園技塾。前列中央に外山氏

竣工当時の紅葉谷（※）




